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問題 と目的
高校 と大学の運動部活動所属者を対象に,
部活動において選手本人が仲間や指導者の存
在をどのように受け止めているのかが,試合
場面での彼 らのあがりに影響を及ぼしている
のかについて検討することである。
方法
研究協力者 部活動に所属している兵庫県内
のA,B高等学校の生徒 104名(男子 47名,
女子 57名),兵庫県内のB,C,D大学,県外
のE大学の学生 130名(男性 64名,女性 66
名)計234名の協力者が本研究に参加 した。
調査時期 2013年7月～10月下旬
質問紙 市村 (1965)のスポーツにおけるあ
がりの特性尺度を一部改変したもの計 34項
目と青木・松本 (1997)の部活動適応感尺度
計 16項目を用い,4件法で回答が求められた。
手続き フエイスシー ト (性別、所属部活動、
競技歴)を加え各学校の集団場面で配布され ,
回答終了後は教員によつて回収された。
結果
「スポーツにおけるあがりの特性尺度」分析結果
因子分析 (主因子法一PrOmax回転)を行つ
た結果,解釈可能な3因子が抽出され,「悲観
的思考」因子,「身体的緊張」因子,「気分の
昂進」因子と命名された。尺度全体と各下位
尺度のα係数はα=。64～。93であつた。下位
尺度に関して,2(年齢)×2(性)の二要因分散
分析が実施された (Tablel)。「身体的緊張」
得点について単純主効果の検定を行つた所 ,
高校生では男子生徒よりも女子生徒の当該得
点が有意に高く,女子では高校生よりも大学
生の当該得点が著しく低下することを示 して
いた。
Tabに1あがりの特性の下位尺度得点の平均値・SDと
分散分析の結果
高校生      大学生     分散分析(F値)______
悲観的思考 2709  2826  2292  2502 ‖83林  230
(929)(393)(753)(718)
身体的緊張 1621  2077  1539  1635 1317淋 1457林
{530)(606)(556)(498)
上段平均値,下段SD 抑〈05*ャ〈001
「部活動適応感尺度」の分析結果
因子分析 (主因子法―PrOmax回転)を行つ
た結果,解釈可能な2因子が抽出され,「部活
動満足」因子,「部活動不満足」因子 と命名さ
れた。尺度全体と各下位尺度のα係数はα
=.68～.74であつた。
部活動適応感があがりに及ぼす影響
部活動適応感 H群・L群とあがりの特性尺
度の下位尺度得点について,2(群)×2(年齢)
の二要因分散分析が実施された(Table2)。「身
体的緊張」得点について,単純主効果の検定
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個 人
種 目
テニス,剣道,水泳,器械体操,柔道,陸上,弓道,
ライフセービング,ボクシング,カヌー
団 体
種 目
サッカー,バレー ボール,よさこい,バスケツト
ボール,ラグビー,ラクロス,アイスホツケー,
ダブルダッチ,ソフトボール,野球,チアリー デ
ィング
を行つたところ,高校生では部活動適応感水
準による差は認められないが,大学生では部
活動適応感 H群において高校性よりも顕著に
得点が低下することを示 していた。
丁ab:e2部活動適応感水準とあがりの特性の下位尺度得
点の平均値・SDと分散分析の結果
大牲 分散分析結果F値)
年齢差   群差  交互作用
とから,自己理解・他者受容が進み,その結
果としてあが りが抑制される可能性が示唆さ
れた。また,男子よりも女子の方が他者を意識
して不安定となりやすく,そのことがあがり
を上昇させている可能性が考えられた。 しか
し,女子も年齢が上がると安定し,あがりが抑
制される可能性が示唆された。
年齢が上がるにつれて女子は自分の属する
集団を肯定的に受け止めるようになるとい う
ことが示唆された。大学生の種 目0部の活動
に対する肯定的な認知態度の形成をもつて部
活動への適応感が高まり,あが りの抑制がな
されているのかもしれない。
2.部活動適応感とあがりとの関係について
大学生は社会的なスキルを獲得することに
より自分の気持ちをコン トロールすることが
できるようになつたと考えられ,その結果と
して,身体的緊張が大学生になると緩和され
たのではないかと示唆された。
部活動適応感が高まると不安や緊張が分散
されることが予想された。信頼できる他者に
頼ることができ,結果的に不安や緊張が緩和
される状況では,あがりが抑制されると考え
られた。男女によつて部活動適応感があがり
に及ぼす影響が異なる事が示唆 され,男子は
部活動において人間関係よりも自己の競技ヘ
の前向きな気持ちを重視 してお り,女子は部
活動適応感が高まると特性不安が低下するの
であれば,その結果としてあがりが緩和され
ると考えられた。
主任指導教員 浅川 潔司
指 導 教 員 浅川 潔司
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また,部活動適応感全体得点とあがりの特
性尺度の各下位得点,「あがり」全体得点との
偏差積率相関を算出された(Table3,Table4)。
Table3部活動適応感全体得点とあがりの特性の下位尺
度間相関(男女込み)
部
:][[感悲観的思考身体的緊張あがり全体得点
部活動適応感全体得点
悲観的思考
身体的緊張
あがり全体得点
 ¨ -306料 -0124
-  731料
-239**
942**
904**
詢 く領
Table4(男女別)
部
:]:[感悲観的思考身体的緊張あがり全体得点
部活動適応感全体得点
悲観的思考
身体的緊張
あがり全体得点
―     -416**  -296**    -389**
-255**      -      755**     954**
-0073     709**      -        907**
-17卜  932料  899林   ―
右上男左下女 料ρ〈01っく05
考察
1。 年齢 と性があがりと部活動適応感に及ぼす影響
大学生は高校生より競技スポーツヘの態度
や意識が高く,自律的に部活動に参加するこ
とが考えられ,自己で判断する場面が多いこ
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問題と目的
高校 と大学の運動部活動所属者を対象に,
部活動において選手本人が仲間や指導者の存
在をどのように受け止めているのかが,試合
場面での彼 らのあがりに影響を及ぼしている
のかについて検討することである。
方法
研究協力者 部活動に所属している兵庫県内
のA,B高等学校の生徒 104名(男子 47名,
女子 57名),兵庫県内のB,C,D大学,県外
のE大学の学生 130名(男性 64名,女性 66
名)計234名の協力者が本研究に参加 した。
調査時期 2013年7月～10月下旬
質問紙 市村 (1965)のスポーツにおけるあ
がりの特性尺度を一部改変したもの計 34項
目と青木・松本 (1997)の部活動適応感尺度
計 16項目を用い,4件法で回答が求められた。
手続き フェイスシー ト (性別、所属部活動、
競技歴)を加え各学校の集団場面で配布され ,
回答終了後は教員によつて回収された。
結果
「スポーツにおけるあがりの特性尺度」分析結果
因子分析 (主因子法―PrOmax回転)を行つ
た結果,解釈可能な3因子が抽出され,「悲観
的思考」因子,「身体的緊張」因子,「気分の
昂進」因子と命名 された。尺度全体と各下位
尺度のα係数はα=。64～.93であった。下位
尺度に関して,2(年齢)×2(性)の二要因分散
分析が実施された (Tablel)。「身体的緊張」
得点について単純主効果の検定を行つた所 ,
高校生では男子生徒よりも女子生徒の当該得
点が有意に高く,女子では高校生よりも大学
生の当該得点が著 しく低下することを示 して
いた。
Tabに1あがりの特性の下位尺度得点の平均値・SDと
分散分析の結果
高校生      大学生     分散分析(F値)
年齢差  性差 交互作用
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「部活動適応感尺度」の分析結果
因子分析 (主因子法―PrOIIlax回転)を行つ
た結果,解釈可能な2因子が抽出され,「部活
動満足」因子,「部活動不満足」因子 と命名さ
れた。尺度全体と各下位尺度のα係数はα
=。68～.74であった。
部活動適応感があがりに及ぼす影響
部活動適応感 H群・L群とあがりの特性尺
度の下位尺度得点について,2(群)×2(年齢)
の二要因分散分析が実施された(Table2)。「身
体的緊張」得点について,単純主効果の検定
個 人
種 目
テニス.剣道,水泳,器械体操,柔道,陸上,弓道,
ライフセービング,ボクシング,カヌー
団 体
種 目
サッカー,バレー ボール,よさこい,バスケット
ボール,ラグビー ,ラクロス,アイスホッケー,
ダブルダッチ,ソフトボール,野球,チアリー デ
イング
を行つたところ,高校生では部活動適応感水
準による差は認められないが,大学生では部
活動適応感 H群において高校性よりも顕著に
得点が低下することを示 していた。
丁able2部活動適応感水準とあがりの特性の下位尺度得
点の平均値・SDと分散分析の結果
大牲 分散分析結果F値)
年齢差   群差  交互作用
とから,自己理解・他者受容が進み,その結
果としてあがりが抑制される可能性が示唆さ
れた。また,男子よりも女子の方が他者を意識
して不安定となりやすく,そのことがあがり
を上昇させている可能性が考えられた。 しか
し,女子も年齢が上がると安定し,あがりが抑
制される可能性が示唆された。
年齢が上がるにつれて女子は自分の属する
集団を肯定的に受け止めるようになるとい う
ことが示唆された。大学生の種 目0部の活動
に対する肯定的な認知態度の形成をもつて部
活動への適応感が高まり,あが りの抑制がな
されているのかもしれない。
2.部活動適応感とあがりとの関係について
大学生は社会的なスキルを獲得することに
より自分の気持ちをコン トロールすることが
できるようになつたと考えられ,その結果と
して,身体的緊張が大学生になると緩和され
たのではないかと示唆された。
部活動適応感が高まると不安や緊張が分散
されることが予想された。信頼できる他者に
頼ることができ,結果的に不安や緊張が緩和
される状況では,あがりが抑制されると考え
られた。男女によつて部活動適応感があがり
に及ぼす影響が異なる事が示唆され,男子は
部活動において人間関係よりも自己の競技ヘ
の前向きな気持ちを重視 してお り,女子は部
活動適応感が高まると特性不安が低下するの
であれば,その結果としてあがりが緩和され
ると考えられた。
主任指導教員 浅川 潔司
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また,部活動適応感全体得点とあがりの特
性尺度の各下位得点,「あがり」全体得点との
偏差積率相関を算出された(Table3,Table4)。
Table3部活動適応感全体得点とあがりの特性の下位尺
度間相関(男女込み)
部
11:[感悲観的思考身体的緊張あがり全体得点
部活動適応感全体得点
悲観的思考
身体的緊張
あがり全体得点
―  -306林 -0124
-  731料
…239**
942**
904**
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Table4 (男女別 )
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部活動適応感全体得点
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考察
1.年齢 と性があがりと部活動適応感に及ぼす影響
大学生は高校生より競技スポーツヘの態度
や意識が高く,自律的に部活動に参加するこ
とが考えられ,自己で判断する場面が多いこ
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はじめに
これまで筆者は,17年間の水泳経験の中で,試合であがつてしまい良い結果
を残せず悔 しい思いを幾度となくしてきた。さらに,6年間の水泳指導のアルバ
イ トにおいて,試合場面や月に1回の進級テス トであがつてしまい,練習の成果
を発揮することができず,その経験を繰 り返すことで自信をなくしてしまつてい
る子どもと出会った。筆者は水泳指導を通 して,子供たちの水泳の技術を高める
ことだけでなく,水泳の楽しさを伝えるとともに,ポジティブに挑戦する姿勢の
大切さを伝えたいとい う思いを抱いていた。しかし,このままでは子供たちが水
泳どころか,何事もやるまえから尻込みをしてしまい,挑戦できなくなつてしま
うようになるのではないかと感 じていた。
そこで,スポーツ場面におけるあがりについて詳しく知 り,子どもたちが自信
をもつて練習の成果を発揮できるように支援するための研究をしたいという思
いに至った。ここでの研究を,スポーツ場面だけでなく,日常の生活の中でも生か
せたらと思つている。
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問 題 と 目 的
試 験 の 当 落 や 社 会 的 評 価 な ど 自 分 自 身 に 否 定 的 評 価 を 受 け る 可
能 性 を 秘 め た 場 面 で ,他者 を 意 識 し,責任 感 を 感 じ,自己 不 全 感
や 身 体 的 不 全 感 ,そし て 生 理 的 反 応 や 震 え を 経 験 す る こ と は し ば
し ば あ る 。 状 況 に よ つ て 他 者 へ の 意 識 や 責 任 感 の 程 度 が 変 化 す る
こ と は あ る が,この よ う な 状 態 を あ が り と い う。 あ が り に つ い て
の 研 究 は ,スポ ー ツ 場 面 と と も に 音 楽 活 動 な ど と 関 連 し て こ れ ま
で な さ れ て き た (有光 2005)。
ス ポ ー ツ 場 面 に お け る あ が り に つ い て 検 討 し た 市 村 (1965)に
よ る と ,胸が ど き ど き す る な ど の 徴 候 に 代 表 さ れ る 自 律 神 経 系 (特
に 交 感 神 経 系)の緊 張 ,注意 力 が 散 漫 に な る な ど の 徴 候 に 代 表 さ
れ る 心 的 緊 張 力 の 低 下 (ある い は 自 我 機 能 の 混 乱 ),体が 自 由 に な
ら な い な ど の 徴 候 に 代 表 さ れ る 運 動 技 能 の 混 乱 ,そし て 漠 然 と し
た 不 安 を 感 じ る と い つ た 徴 候 に 代 表 さ れ る 不 安 感 情 の 4つの 要 因
の 複 合 的 な 心 理 的 状 態 が あ が りで あ る と さ れ て い る 。
大 学 生 の あ が り に 対 す る 原 因 帰 属 に つ い て 検 討 し た 金 本 0横
沢 ・ 金 本 (2002)によ れ ば ,大学 ス ポ ー ツ 選 手 の う ち 90%以上 が
試 合 と い う状 況 で あ が り を 経 験 し て い る と報 告 し て い る 。 こ の 事
実 か ら す れ ば ,この よ う な あ が り を 経 験 す る こ と は 特 殊 な こ と で
は な い 。 そ こ で 本 研 究 で は,スポ ー ツ 場 面 に 焦 点 を あ て ,スポ ー
ツ 選 手 の あ が り に つ い て 検 討 す る こ と と し た 。
あ が りが 生 じ る 原 因 に つ い て は ,金本 ・ 横 沢 ・ 金 本 (2002)が
大 学 の 運 動 選 手 を 対 象 に 質 問 紙 調 査 法 に よ つ て 検 討 し て い る 。 彼
ら は 得 ら れ た デ ー タ を 因 子 分 析 し,期待 に 応 え な け れ ば と い う責
任 感 ,ネガ テ ィ ブ な 結 果 に 対 す る 不 安 感 を 示 す 失 敗 不 安 , 自 己 の
お か れ た 試 合 と い う状 況 に 慣 れ て い な か つ た と い う認 知 的 評 価 を
反 映 し て い る 状 況 の 新 奇 性 ,否定 的 な 性 格 特 性 を あ が り の 原 因 と
考 え て い る 性 格 の 弱 さ,経験 ・ 対 策 ・ 練 習 な ど が 十 分 で な か つ た
こ と を 原 因 とす る 準 備 不 足 ,他者 か ら の 否 定 的 な 評 価 を 予 期 し て
生 ず る 不 安 が 原 因 と な る 他 者 へ の 意 識 と い う解 釈 可 能 な 6因子 が
み い だ さ れ た 。そ れ ぞ れ の 原 因 が 単 独 で 作 用 す る ば か り で は な く ,
複 合 的 に 関 係 す る と い う の が 彼 ら の 見 解 で あ っ た 。こ の こ と か ら ,
あ が り は 複 合 的 な 条 件 に よ つ て 生 じ て お り,多面 的 に 捉 え る こ と
が そ の 理 解 を 深 め る 上 で 重 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
高 校 運 動 選 手 の あ が り の 程 度 に つ い て 井 谷 0岡本・ 三 浦・ 生 田 0
筒 井 ・ 杉 原 。高 井 (1964)は質 問 紙 を 用 い て 調 査 し て い る 。 そ の
結 果 に よ れ ば 、15歳(100%),18歳( 0%)と年 齢 が 増 す と あ が
り に く く 、 競 技 を 小 学 校 か ら 始 め た も の が 高 等 学 校 か ら 始 め た も
の よ り あ が り に く か つ た 。 ま た 、チ ー ム 内 で の 役 割 が 主 将 (87%)
と 補 員 (97%)が正 選 手 (82%)に比 べ る と あ が りや す い と い う
傾 向 が 見 ら れ た 。
さ ら に 、 ス ポ ー ツ の 試 合 や 競 技 に お け る あ が り の 程 度 と 試 合 結
果 と の 関 連 に つ い て 荒 川 ・ 松 井 (1974)は,中学 生 。高 校 生 の 運
動 部 所 属 者 に 対 し て 質 問 紙 調 査 を 行 つ た 。 そ の 結 果 に よ れ ば ,中
学 生 は あ が り意 識 は 高 い が 成 績 は や や 悪 く な る 程 度 で い つ も と あ
ま り変 わ ら な い 者 が 多 く,あが っ た 時 も 平 常 と は あ ま り違 わ な い
感 情 で プ レ ー し て い る 傾 向 が 示 さ れ た 。 一 方 高 校 生 は,対人 種 目
に 従 事 す る 男 女 ,次い で 団 体 種 日 で 活 動 す る 男 女 が 普 段 よ り も 成
績 が 劣 る と 回 答 し て お り,あが つ た 時 普 段 よ り も 大 き く 動 揺 し た
り不 安 を 感 じ た りす る と 回 答 し た 者 は,高校 生 の 対 人 種 目 の 男 女
と 個 人 種 日 の 女 子 に 多 か っ た 。 こ の こ と か ら,中学 生 は あ が り意
識 が そ の ま ま あ が り に 結 び つ く こ と が 少 な く,高校 生 は 特 に 対 人
種 目 の 男 女 に あ が り が 出 現 し や す い こ と が 示 唆 さ れ た 。 こ れ ら の
こ と か ら,スポ ー ツ 場 面 に お け る あ が り に は ,自分 自 身 の 競 技 技
術 や 慣 れ て い な い 環 境 へ の 不 安 と,観客 や チ ー ム メ イ トな ど の 他
者 と の 関 わ りが 影 響 を 及 ぼ す と 考 え る こ と は 妥 当 で あ ろ う。
競 技 種 目 別 の あ が り に 関 す る 指 導 に つ い て 検 討 し た ,船越 ・ 松
田・ 近 藤 (1969)は,コー チ を 対 象 に 質 問 紙 法 に よ る 調 査 を し て
い る 。 彼 ら の 研 究 に よ れ ば,練習 で 試 合 の 時 に あ が ら な い た め の
指 導 に お い て ,個人 種 目・ 対 人 種 目 と 比 較 し て 団 体 種 日 は 精 神 面
を 強 調 し た 指 導 が 減 少 し た と い う結 果 を 示 し て い る 。 こ れ は ,個
人 に 対 す る 配 慮 の 上 に チ ー ム と い う集 団 に 対 す る 配 慮 が 加 わ っ て
い る か ら だ と さ れ た 。ま た ,試合 で あ が つ た と き の 指 導 に お い て ,
個 人 に 対 し て は 「 あ が り を 防 ぐ こ と 」「 あ が り を 克 服 す る こ と 」 の
順 に コ ー チ は 強 調 す る が ,団体 に 対 し て は 「試 合 の 進 め 方 ・ 作 戦
に 関 連 し た 指 導 」「あ が り を 克 服 す る こ と 」の 順 に コ ー チ は 強 調 さ
れ る と い う結 果 を 報 告 し て い る 。 こ の こ と は ,勝敗 が 記 録 を 媒 体
に し て 決 ま る 個 人 種 目,勝負 を 直 接 競 う格 技 系 の 対 人 種 目,チー
ム プ レ ー を 前 提 とす る 団 体 種 目 の 特 性 が あ が り の 指 導 に 差 異 を 生
じ さ せ る 一 因 と な る こ と を 示 す も の と い え る 。 こ の こ と か ら,選
手 本 人 の あ が り の 意 識 も 競 技 種 目や 指 導 者 ,チー ム メ イ ト と の 関
係 性 に よ つ て 異 な る 可 能 性 が 考 え られ た 。
そ こ で ,選手 本 人 が 競 技 種 目や 指 導 者 ,チー ム メ イ ト と の 関 係 性
を ど の よ う に 捉 え て い る か と い う観 点 か ら,部活 動 へ の 適 応 に 関
す る 先 行 研 究 を 取 り上 げ る 。こ こ で 適 応 と い う言 葉 を 用 い た の は ,
Wapner,&Demic(1984)によ れ ば ,環境 と個 人 の 間 の 適 応 状 態 と は ,
個 人 と 環 境 の 諸 側 面 の 間 に 均 衡 状 態 が 出 来 て い る 状 態 で あ る と さ
れ た 。 そ し て,環境 の 諸 側 面 は 自 然 。物 理 的 側 面 、 社 会・文 化 的 側
面 と と も に 対 人 的 側 面 が あ る と す る 。 集 団 活 動 場 面 で の 適 応 に は
対 人 的 側 面 が ど の よ う に な つ て い る の か を 知 る こ と は 重 要 で あ る
と 思 わ れ る た め ,本研 究 で は 種 々 の 対 人 関 係 に お け る 適 応 感 を 検
討 し た の で あ つ た 。
桂 ・ 中 込 (1990)は,運動 部 活 動 に お け る 適 応 感 を 規 定 す る 要
因 に つ い て ,中学 生 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 の 運 動 部 員 を 対 象 に 質 問 紙
を 用 い て 調 査 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 ,部内 に お け る 自 己 有 能 感 ,
部 の 指 導 者 ・ 運 営 ,制約 ・ 束 縛 感 ,種目・ 部 活 動 へ の コ ミ ッ トメ
ン ト,対チ ー ム メ イ ト感 情 の 5つの 要 因 が あ る こ と が 示 さ れ た 。
ま た ,青木 (2003)によ れ ば ,部活 動 へ の 適 応 感 が 高 い と い う こ
と は 部 活 内 存 在 感 が 高 く,指導 者 0部員 と の 人 間 関 係 が 良 好 で 個
人 が 尊 重 さ れ て お り,部活 へ の 充 足 度 ・ 満 足 度 も 高 い こ と を 意 味
す る と 報 告 し た 。
し か し,部活 動 適 応 感 の 実 態 に つ い て 検 討 し た 青 木 。松 本 (1997)
は 、 部 は 強 弱 さ ま ざ ま な 程 度 の 適 応 感 を 持 つ た 部 員 で 構 成 さ れ て
お り,さら に は 同 一 個 人 の 部 活 動 適 応 に お い て も,状況 次 第 で 適
応 感 の 程 度 が さ ま ざ ま に 揺 ら ぐ と 述 べ て い る 。 青 木 (2003)は,
運 動 部 員 に と つ て 部 活 動 は 学 校 生 活 の 核 を な す も の で あ る と し ,
高 田・ 丹 野 ・ 高 田 (1985)は、 部 活 動 は 青 年 期 で の 自 我 同 一 性 達
成 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す も の で あ る と し た 。 こ れ ら の こ と か ら ,
部 活 動 に 所 属 す る 学 生 が 試 合 場 面 に お い て 自 分 の 力 を 発 揮 す る た
め に は ,選手 本 人 の 部 活 動 へ の 適 応 水 準 が 影 響 を 与 え る 可 能 性 が
考 え ら れ る 。
以 上 の こ と か ら,従来 の 研 究 で は ,運動 部 活 動 へ の 適 応 と試 合
場 面 に お け る あ が り が そ れ ぞ れ 単 独 で 検 討 さ れ て は い る が ,両者
の 関 係 に つ い て は 明 ら か に さ れ て は い な い 。 そ こ で ,本研 究 で は ,
運 動 部 活 動 に お い て 選 手 本 人 が 仲 間 や 指 導 者 の 存 在 を ど の よ う に
受 け 止 め て い る の か が ,試合 場 面 で の 彼 ら の あ が り と ど の よ う に
関 係 す る の か と い う 問 題 に 焦 点 を あ て て 検 討 す る こ と が 主 た る 目
的 と な つ た 。 そ の た め 所 属 す る 部 活 動 に お い て ど の 程 度 良 好 な 関
係 が も た れ て い る か と い う 点 に つ い て は 部 活 動 適 応 感 尺 度 (青
木 ・ 松 本 1997)を用 い て 測 定 さ れ ,部活 動 で の 試 合 が 始 ま る 直 前
の あ が り の 程 度 は ス ポ ー ツ に お け る あ が り の 特 性 尺 度 (市村
1965)を用 い て 測 定 さ れ た 。そ の 後 ,両者 の 関 係 に つ い て 検 討 す る
こ と と し た 。
ま た ,従来 の 研 究 で は ,部活 動 の 経 験 年 数 が あ が り の 出 現 に 影
響 す る こ と が 示 唆 さ れ て お り,高校 生 は 指 導 者 に 依 存 的 な 特 徴 が
見 受 け られ る と い う報 告 も あ る (青木 ・ 松 本 1997)。も し こ の よ
う で あ る の な ら ば,指導 者 へ の 依 存 が 相 対 的 に 低 く,活動 の 経 験
も 長 い 大 学 生 は ,高校 生 よ り も あ が り得 点 が 低 下 す る 可 能 性 も あ
る 。そ こ で 本 研 究 で は ,指導 者 に 対 し て よ り 自 律 的 に 振 舞 う大 学 生
と 指 導 者 に 対 し て 他 律 的 に 対 応 し が ち な 高 校 生 と の 間 の 差 異 に つ
い て も 検 討 す る こ と と し た 。
方 法
■.研究 協 力 者
部 活 動 に 所 属 し て い る 兵 庫 県 内 の A,B高等 学 校 の 生 徒 128名(男
子 49名,女子 79名),およ び 兵 庫 県 内 の B,C,D大学 ,県外 の
E大学 の 学 生 130名(男性 64名,女性 66名)計258名の 協 力 者
が 本 研 究 に 参 加 し た 。 種 目 内 訳 は 以 下 の 通 り で あ つ た 。
個 人
種 目
テ ニ ス ,剣道 ,水泳 ,器械 体 操 ,柔道 ,陸上 ,弓道 ,カヌ ー
ラ イ フ セ ー ビ ン グ,ボク シ ン グ
団 体
種 目
サ ッ カ ー ,野球 ,ソフ トボ ー ル ,よさ こ い ,ダブ ル ダ ッチ ,
バ ス ケ ッ トボ ー ル ,ラグ ビー ,ラク ロ ス ,バレー ボ ー ル ,
ア イ ス ホ ッケ ー ,チア リー デ ィ ン グ
2.調査 時 期
2013年7月～ 10月下 旬 に お い て 本 調 査 は 実 施 さ れ た 。
3.調査 内 容
本 研 究 で は,2種類 の 質 問 紙 が 使 用 さ れ た 。市 村 (1965)のス ポ
ー ツ に お け る あ が り の 特 性 尺 度 を 一 部 改 変 し た も の 計 34項目 と
青 木 ・ 松 本 (1997)の部 活 動 適 応 感 尺 度 計 16項目 が 用 い ら れ た 。
い ず れ も ,「と て も あ て は ま る (4点)」,「か な り あ て は ま る (3
点 )」,「少 し あ て は ま る (2点)」,「全 く あ て は ま ら な い (1点)」
の 4件法 で 回 答 が 求 め ら れ た 。
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4.手続 き
上 記 の 研 究 協 力 者 に 対 して 調 査 を 依 頼 した 結 果 ,高校 性 104名
(男性 47名,女性 57名),大学 生 130名(男性 64名,女性 66
名)計234名か ら有 効 な 回 答 が 得 られ た 。
質 問 紙 は フ ェ イ ス シ ー ト (性別 、 所 属 部 活 動 、 競 技 歴 )を加 え
て 各 学 校 の 集 団 場 面 で 配 布 され ,回答 終 了 後 は 教 員 に よ つ て 回 収
され た 。 回 答 を 依 頼 す る に あ た っ て,①こ の 調 査 は 学 校 の 成 績 と
は 無 関 係 で あ る こ と,②回 答 内 容 の 秘 密 が 守 られ る こ と,③回 答
内 容 は 研 究 目的 以 外 に は 使 用 され な い こ と,そして ④ 回 答 した く
な い 人 は 回 答 し な く て も よ い こ とが 伝 え られ た 。
結 果
1。「 ス ポ ー ツ に お け る あ が り の 特 性 尺 度 」
1-1.因子 分 析 結 果
本 研 究 の 手 続 き を 経 て 収 集 さ れ た あ が り の 特 性 デ ー タ 34項目
に つ い て ,その 因 子 構 造 を 検 討 す る た め に,因子 分 析 (主因 子 法
― Promax回転 )を行 つ た 。 因 子 負 荷 が 一 つ の 因 子 に つ い て 。30以
上 で ,かつ 他 因 子 と の 負 荷 量 の 差 が 。10以上 の 負 荷 を 示 さ な い 項
目 を 選 出 し た 。 そ の 結 果 ,解釈 可 能 な 3因子 が 抽 出 さ れ ,その 因
子 パ タ ー ン と 因 子 間 相 関 は Tablelの通 りで あ つ た 。 回 転 前 の 3
因 子 で 26項目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 51.01%であ つ た 。
Tablelから も 明 ら か な よ う に,第1因子 は 14項目 で 構 成 さ れ
て お り 「悲 観 的 思 考 」 因 子 ,第2因子 は 9項目 で 構 成 さ れ て お り
「 身 体 的 緊 張J因子 ,第3因子 は 3項目 で 構 成 さ れ て お り 「気 分
の 昂 進 」 因 子 と命 名 さ れ た 。 本 尺 度 の 内 的 整 合 性 を 検 討 す る た め
に 尺 度 全 体 で CrOnbachのα係 数 が 算 出 さ れ た 。そ の 結 果 ,尺度 全
体 で は α =。932,各下 位 尺 度 別 に 「悲 観 的 思 考 」 で α =。905,「身
体 的 緊 張 」 で α=.859,「気 分 の 充 進 」 で α=.641とい っ た 値 が
得 ら れ た 。 し た が っ て ,各下 位 尺 度 に お い て 十 分 な 内 的 一 貫 性 が
確 認 さ れ ,あが り の 特 性 尺 度 に は 一 定 の 信 頼 性 が あ る こ と が 確 認
さ れ た が ,「気 分 の 昂 進 」 は 内 的 整 合 性 が 必 ず し も 高 く な い た め ,
以 後 の 分 析 は 割 愛 さ れ た 。
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Tablelあが り の 特 性 尺 度 の 因 子 分 析 結 果 (主因 子 法 一 promax回転 )
α = 932
因 子
項 目 Ⅲ
【悲観的思考】α= 905
31マイナスのことばか りが頭に浮かぶ
23自分のプレーに自信がなくなる
1失敗することばかり考える
6劣等感にとらわれる
28プレーをする時あわてる
15こどく感を感 じる
17落ち着こうとしてかえつて焦る
19不安を感じて怖くなる
2ただばうっとしてしまう
11頭が真つ白になつて何も考えられない
4緊張も限度をこすと楽 しいものとなる
16遠くが見えにくく近 くしか見えなくなる
27どうでもよいという気になり逃げ出したくなる
5他人の目が自分だけに集中されているような感 じにとらわれる
【身体的緊張】α= 859
25手や体の一部がふるえる
22胸がどきどきする
33手のひらに汗をかく
26周囲の期待に押しつぶされそうになる
24耳たぶやほほがほてるように熱くなってくる
32体がかたくなり、力を抜 くことができない
30のどがやたらかわく
18自分が自分でないような気になる
20本番中の記憶がなくなる
【気分の昂進】α= 641
10多くのむだ口をきいたりする
9いつもよリオーバーな表現になる
13じっとしてい
因子間相関
I
- 137
- 14
1
37
12
191
03
- 042
101
- 164
042
184
051
280
365
-111
208
- 326
098
218
221
064
- 123
189
- 041
-114
013
018
- 087
152
185
- 164
041
- 074
033
001
- 056
068
- 057
074
- 087
089
044
115
078
- 083
165
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
?
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
8
12
14
21
29
34
な る
た り 気 分 が う つ りか わ る
1-2.年齢 と 性 に よ る 分 析 結 果
あ が り の 特 性 尺 度 の 下 位 尺 度 得 点 に 関 し て ,年齢 と 性 に よ りそ
の 平 均 得 点 と SDを整 理 し た (Table2参照 )。 ま た 、 あ が り の 特 性
尺 度 の 下 位 尺 度 得 点 で あ る 「悲 観 的 思 考 」「身 体 的 緊 張 」 の 2下位
尺 度 得 点 を 従 属 変 数 ,年齢 と性 別 を 独 立 変 数 と し て ,二要 因 分 散 分
析 が 実 施 さ れ た 。
そ の 結 果 ,「悲 観 的 思 考 」 得 点 に つ い て は ,年齢 の 主 効 果 (F
(1,230)=H.83,ρ〈.001)が有 意 で あ つ た 。「身 体 的 緊 張 」得 点 の
場 合 ,年齢 の 主 効 果 (F(1,230)=13.17,ρ〈.00 )と性 の 主 効 果
(F(1,230)=14.57,ρ〈.001)がと も に 有 意 で あ つ た 。 ま た ,有意 な
年 齢 と 性 の 交 互 作 用 (F(1,230)=6.21,ρ〈.05)も認 め ら れ た 。
「身 体 的 緊 張 」に つ い て は ,交互 作 用 が 有 意 で あ っ た こ と か ら ,
単 純 主 効 果 の 検 定 を 行 つ た と こ ろ,高校 生 に お け る 性 差 の 単 純 主
効 果 (F(1,230)=17.83,ρ〈.001) 女子 に お け る 年 齢 差 の 単 純 主 効 果
(F(1,230)=19。93,ρ〈.001)が有 意 で あ る こ と が わ か っ た 。こ の こ と
は ,高校 生 に お い て は 男 子 生 徒 よ り も 女 子 生 徒 の 身 体 的 緊 張 得 点
が 有 意 に 高 く,女子 に お い て は ,高校 生 に 比 べ て 大 学 生 の 当 該 得 点
が 著 し く低 下 す る こ と を 示 し て い た 。
Table2あがりの特 性 の下 位 尺 度 得 点 の平 均 値・SDと分 散 分 析 の結 果
高校生 大学生 分散分析(F値)
男
N        47
女   男
5        64
?
?? 年齢差  性差  交互作用
悲観的思考 27_09
(9 29)
身体的緊張 1621
(5.30)
28 26    22 92
(8 93)    (7 53)
20.77    15.39
(6 06)   (5 56)
1183**    2.30     018
13.17**  14.57**   621*
25 02
18
16.35
(4 98)
上段.平均値,下段 SD
10
*ρく05**ρく001
2.「部 活 動 適 応 感 尺 度 」
2-1.因子 分 析 結 果
部 活 動 適 応 感 尺 度 16項目 に つ い て ,その 因 子 構 造 を 検 討 す る た
め に,因子 分 析 (主因 子 法 ― PrOmax回転 )を行 つ た 。 因 子 負 荷 が
一 つ の 因 子 に つ い て 。30以上 で ,かつ 他 因 子 と の 負 荷 量 の 差 が .01
以 上 の 負 荷 を 示 さ な い 項 目 を 選 出 し た 。 そ の 結 果 ,解釈 可 能 な 2
因 子 が 抽 出 さ れ た 。回 転 前 の 2因子 で 12項目 の 全 分 散 を 説 明 す る
割 合 は 43.76%であ つ た (Table3参照 )。
Table3から も 明 ら か で あ る が ,第1因子 は 7項目 で 構 成 さ れ て
お り,「部 活 動 満 足 」 因 子 と命 名 し た 。第 2因子 は 5項目 で 構 成 さ
れ て お り,「部 活 動 不 満 足 」 因 子 と命 名 し た 。本 尺 度 の 内 的 整 合 性
を 検 討 す る た め に 尺 度 全 体 で CrOnbachのα係 数 が 算 出 さ れ た 。そ
の 結 果 ,尺度 全 体 で は α=.722,各下 位 尺 度 別 に 「部 活 動 満 足 」
で α=.749,「部 活 動 不 満 足 」で α =。685とい つ た 値 が 得 ら れ た 。
し た が っ て ,全体 尺 度 に お い て 十 分 な 内 的 一 貫 性 が 確 認 さ れ ,部
活 動 適 応 感 尺 度 に は ,内的 整 合 性 に 関 し て 信 頼 性 が あ る こ と が 確
認 さ れ た 。 下 位 尺 度 ご と に こ の 点 を 検 討 す る と,一部 に 低 い α値
が 認 め られ た た め,本研 究 で は 部 活 動 適 応 感 を 下 位 尺 度 ご と に 検
証 す る の で は な く ,全体 尺 度 得 点 に つ い て 検 討 す る こ と と さ れ た 。
2-2.年齢 ・ 性 に よ る 分 析 結 果
部 活 動 適 応 感 の 全 体 尺 度 得 点 に つ い て 年 齢 ,性別 ご と に そ の 平
均 値 と S,D。が 算 出 さ れ た 。 ま た 、 部 活 動 適 応 感 の 全 体 尺 度 得 点 を
従 属 変 数 ,年齢 と 性 を 独 立 変 数 と し て ,二要 因 分 散 分 析 が 実 施 さ れ
た (Table4参照 )。 そ の 結 果 ,年齢 (F(1,230)=11.92,pく。001)
と 性 (F(1,230)=10.45,ρ〈.001)の主 効 果 が と も に 有 意 で あ つ た 。
そ し て ,平均 値 の 小 数 以 下 切 り捨 て で 平 均 値 以 下 の 得 点 を 示 し た
者 を 部 活 動 適 応 感 水 準 H群,平均 値 よ り も 高 い 得 点 を 示 し た 者 を
部 活 動 適 応 感 水 準 L群と し た 。
Tabie3部活 動 適 応 感 尺 度 の 因 子 分 析 結 果 (主因 子 法 ―Promax回転 )α=722
因 子
項 目
【部活動満足】α=.749
12.部活の時間外に、部活の事を考えることがよくある
13部に入つていることで、人間的に成長すると思う
14部の指導者は、私をよく理解 していると感 じている
11.部活の時間がくるのが待ち遠 しい
10私の部は部員一人一人の意志を大切にしている
7部の仲間に満足している
16指導方法
【部活動不満足】α=685
4きびしい練習についていけない
2.部活をやめてしまおうと考えることがよくある
5部活 (行つている内容、種目)は自分にむいていない
1.部活をする事で自分のや りたいことができなくて困つている
- 058
-151
- 064
135
.133
.114
.146
因子間相関
I
I
し い 。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
‐?
、 話 し た
分 か つ て
い て い け
Table4部活 動 適 応 感 全 体 得 点 の 平 均 値・SDと分 散 分 析 結 果
高校生 大学生 分析結果(F値)?
??
?
??
?
??
?
?? 年齢差 性差 交互作用
部活動適応感 3594
全体得点  (517)
38.05
(493)
38.20
(556)
4050
(499)
11_92** 1045**   002
上段・平均値 下段.SD
12
**ρ〈001
3.部活 動 適 応 感 水 準 と 年 齢 に よ る 分 析 結 果
あ が りの 特 性 尺 度 の 下 位 尺 度 得 点 に 関 し て ,求め た 部 活 動 適 応
感 水 準 に 関 す る 2群と年 齢 を 要 因 と す る 2(群)×2(年齢 )の二 要 因
分 散 分 析 が 実 施 さ れ た (Table5参照 )。
そ の 結 果 ,「悲 観 的 思 考 」得 点 は ,いず れ の 主 効 果 も 交 互 作 用 も
有 意 で は な か つ た 。「身 体 的 緊 張 」得 点 は ,いず れ の 主 効 果 も 有 意
で は な か つ た が ,年齢 と群 の 交 互 作 用 (F(1,230)=2。99,ρ〈.10)が
有 意 で あ つ た 。 そ こ で ,「身 体 的 緊 張 」 に つ い て ,単純 主 効 果 の 検
定 を 行 つ た と こ ろ,部活 動 適 応 感 H群に お け る 年 齢 の 単 純 主 効 果
(F(1,230)=15。94,ρく.001),大学 生 に お け る 部 活 動 適 応 感 水 準 の 単
純 主 効 果 (F(1,230)=5。85,ρ〈.05)が有 意 で あ る こ と が わ か っ た 。こ
の こ と は,高校 生 で は 部 活 動 適 応 感 水 準 に よ る 差 は 認 め ら れ な い
が ,大学 生 で は 部 活 動 適 応 感 H群に お い て 高 校 生 よ り も 顕 著 に 得
点 が 低 下 す る こ と を 示 し て い た 。
Table5 部 活 動 適 応 感 水 準 と あ が り の 特 性 の 下 位 尺 度 得 点 の 平 均 値 ・ SD
と 分 散 分 析 の 結 果
高校生 大学生 分散分析結果(F値)
L群
47
H群
57
?
??
?
?? 年齢差   群差  交互作用
悲観的思考
身体的緊張
2928    2646
(981)    (828)
1862    1879
(6_54)    (585)
2
(781
1721
_44)
22.15
(654)
1481
(4.92)
3244
439
29,04
075
0.37
299*
上段 平均値 下段 SD *ρく10
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4.部活 動 適 応 感 が あ が り に 及 ぼ す 影 響 の 検 討
部 活 動 適 応 感 全 体 得 点 と あ が り の 特 性 尺 度 の 各 下 位 得 点 で あ る
「悲 観 的 思 考 」 得 点 ,「身 体 的 緊 張 」 得 点 ,それ ら 2つを 含 む 「 あ
が り」 全 体 得 点 と の 偏 差 積 率 相 関 を 算 出 し,男女 を 込 み に し て 整
理 し た も の が Table6,男女 別 で 整 理 し た も の が Table 7であ っ た 。
Table6の結 果 か ら も あ き ら か な よ う に ,「部 活 動 適 応 感 」 全 体
得 点 と 「 あ が り 」 の 全 体 得 点 ,「悲 観 的 思 考 」得 点 と の 間 に 有 意 な
負 の 相 関 が 見 ら れ た 。Table7の結 果 に よ れ ば,男女 で 相 関 の パ タ
ー ン が 異 な つ て お り,女子 で は 「部 活 動 適 応 感 」 全 体 得 点 と 「身
体 的 緊 張 」 得 点 と の 間 が ほ ぼ 無 相 関 な の に 対 し て ,男子 で は 有 意
な 負 の 相 関 が 見 られ た 。 ま た ,男女 と も に 「部 活 動 適 応 感 」 全 体
得 点 と「 あ が り」全 体 得 点 と の 間 の 有 意 な 負 の 相 関 が 見 ら れ た が ,
男 子 よ り も 女 子 の 方 が 有 意 差 は 小 さ か つ た 。
Table6部活 動 適 応 感 全 体 得 点 と あ が り の 特 性 の 下 位 尺 度 間 相 関 (男女 込 み )
部
璽卍看奮
感 悲観的思考 身体的緊張 あがり全体得点
部活動適応感全体得点
悲観的思考
身体的緊張
あがり全体得点
-306**   -0.124
-      731**
-239**
942**
904**
**ρく01
Table7部活 動 適 応 感 全 体 得 点 と あ が り の 特 性 の 下 位 尺 度 間 相 関 (男女 別 )
部
璽卍看奮
感 悲観的思考 身体的緊張 あがり全体得点
部活動適応感全体得点
悲観的思考
身体的緊張
あがり全体得点
―      ―.416**  -296**    -389**
-255**-      755**      954**
-0073    .709**     ― .907**
-178*    932**    899**       ―
右上・男 左下 女
14
**ρく01*ρく05
考 察
1.年齢 と 性 が あ が り と 部 活 動 適 応 感 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て
本 研 究 の 分 析 結 果 に よ れ ば ,あが り得 点 を 高 校 生 と 大 学 生 で 比
較 す る と,大学 生 の 方 が 低 落 す る こ と が 明 ら か で あ つ た 。こ の こ と
は ,スポ ー ツ 継 続 年 月 が 長 い こ と が 競 技 ス ポ ー ツ ヘ の 態 度・意 識 を
高 め る と い う青 木 (2003)の報 告 を 支 持 し,大学 生 は 高 校 生 よ り競
技 ス ポ ー ツ ヘ の 態 度 や 意 識 が 高 く ,自律 的 に 部 活 動 に 参 加 す る こ
と が 考 え ら れ る 。C.Kam■iO R.DeVries(1980)はこ の 自 律 に つ い て ,
そ れ は 他 者 と協 調 し な が ら, 自 分 自 身 を 自 ら が 支 配 す る こ と だ と
述 べ て い る 。 そ し て 自 己 で 判 断 す る 場 面 が 多 く な る こ と で ,自己
理 解 ・ 他 者 受 容 が 進 み ,その 結 果 他 者 と の 関 係 に お い て 軋 蝶 が 減
じ て 相 互 理 解 が 進 み ,その 結 果 と し て ,あが り が 抑 制 さ れ る 可 能
性 が 示 唆 さ れ た 。ま た ,高校 生 も 大 学 生 も 男 子 よ り女 子 の 方 が 当 該
得 点 が 高 く ,さ ら に 女 子 は 高 校 生 よ り も 大 学 生 の 当 該 得 点 が 著 し
く 低 下 す る 一 方 で ,男子 は 年 齢 に よ る 顕 著 な 差 は 認 め ら れ な か つ
た 。豊 田 (1981)は,あが り が 加 齢 と と も に 低 く な る 傾 向 に あ る と し
た 上 で ,高校 時 代 と い う青 年 期 が 自 我 意 識 の 深 化 や 拡 大 の め ざ ま
し い 時 期 に あ る た め に 不 安 定 な 要 素 を 多 く 内 包 し て い る こ と や 生
活 経 験 年 数 の 未 熟 さ か ら そ の よ う に な る こ と は 当 然 で あ る と 述 ベ
て い る 。 そ し て ,人木 (2008)によ る と,女子 の 方 が 男 子 よ り も 他
者 に 対 し て 照 れ や 気 恥 ず か し さ を 感 じや す く,対人 場 面 に お い て
緊 張 し た り あ が つ た り し や す い 傾 向 を 示 す こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
試 合 と い う状 況 は 観 客 や 対 戦 相 手 が い る 状 況 で 行 わ れ る た め 、 対
人 場 面 で あ る と い え る 。 そ の た め 、 こ の こ と が あ が り得 点 を 上 昇
さ せ て い る の で は な い か と 考 え ら れ た 。し か し,女子 に お い て 年 齢
が 上 が る と 安 定 し,あが り が 抑 制 さ れ る こ と に つ い て 本 研 究 の 結
果 だ け で は 十 分 な 説 明 は 不 可 能 で あ り,今後 さ ら に 詳 細 に わ た つ
て 検 討 す る 必 要 性 が あ る だ ろ う。
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次 に ,部活 動 適 応 感 得 点 は ,高校 生 よ り も 大 学 生 が,男子 よ り も
女 子 が 上 昇 す る こ と か ら,年齢 が 上 が る に つ れ て 女 子 は 自 分 の 属
す る 集 団 を 肯 定 的 に 受 け 止 め る よ う に な る と い う こ と が 示 唆 さ れ
た 。 青 木 ・ 松 本 (1997)は,部活 動 適 応 感 に 男 女 の 差 異 が 生 じ る の
は ,女子 が 他 律 的 で 依 存 的 傾 向 が 強 い た め に ,適応 感 を 規 定 す る 要
因 で あ る 「指 導 者 へ の 満 足 」 や 「部 員 相 互 の 人 間 関 係 」 な ど の 集
団 維 持 機 能 を 規 定 す る 人 間 関 係 に お い て ,絶え ず 他 者 の 影 響 を 受
け て 不 安 定 な 状 況 に 陥 りや す い た め だ と 述 べ て い る 。 本 研 究 は ,
青 木 ・ 松 本 (1997)の見 解 を 支 持 す る も の で あ つ た と い え る 。 ま
た ,桂。中 込 (1990)によ れ ば,大学 生 が 高 校 生 よ り も 種 目 0部活
動 へ の コ ミ ッ トメ ン トの 程 度 が 強 い こ と は ,興味 や 関 心 が ほ ぼ 分
化 し て い る 大 学 期 に お い て ,種目0部の 活 動 に 対 す る 認 知 が 非 常 に
肯 定 的 な 者 た ち が 運 動 部 に 参 入 し て い る 結 果 で あ る と報 告 さ れ て
い る 。 も し こ の よ う で あ る な ら ば ,大学 生 は そ の 態 度 の 形 成 を も
つ て 部 活 動 へ の 適 応 感 が 高 ま り,あが り の 抑 制 が な さ れ て い る の
か も し れ な い 。
2.部活 動 適 応 感 と あ が り と の 関 係 に つ い て
高 校 生 は 部 活 動 適 応 感 の 高 低 に 関 わ らず 「身 体 的 緊 張 」 得 点 が
高 く,大学 生 は 部 活 動 適 応 感 が 高 い と「身 体 的 緊 張 」得 点 が 低 い こ
と が 明 ら か で あ つ た 。部 活 動 適 応 感 得 点 に 関 し て ,部活 動 適 応 感 が
高 い と 高 校 生 か ら 大 学 生 に か け て 「身 体 的 緊 張 」 得 点 の 低 落 が 顕
著 で あ り,部活 動 適 応 感 が 低 い と 高 校 生 か ら 大 学 生 に か け て「身 体
的 緊 張 」 得 点 の 低 落 が ゆ る や か で あ る こ と が 示 さ れ た 。 原 崎 ・ 篠
原 (2003)は,適応 の 中 心 が 高 校 生 は 学 校 内 や 家 庭 で の 出 来 事 で あ
る の に 対 し て ,大学 生 は 仕 事 ,人間 関 係 ,社会 全 体 へ と 移 行 し社 会
的 な ス キ ル の 向 上 が 見 ら れ る と 述 べ て い る 。
大 学 生 は 社 会 的 な ス キ ル を 獲 得 す る こ と に よ り 自 分 の 気 持 ち を
コ ン ト ロ ー ル す る こ と が で き る よ う に な つ た と 考 え る こ と は 妥 当
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で あ る 。そ の 結 果 と し て ,大学 生 に な る と 自 分 な り に 身 体 的 緊 張 を
緩 和 す る 方 法 も 身 に つ け る 事 が で き 、身 体 的 緊 張 が 緩 和 さ れ た の
で は な い か と示 唆 さ れ た 。
ま た ,部活 動 適 応 感 得 点 が 高 い と 「悲 観 的 思 考 」 得 点 が 低 下 し ,
あ が り の 全 体 得 点 も 低 下 す る と い う結 果 が 示 さ れ た 。青 木 (2003)
は ,部活 動 を 通 し て ス ポ ー ツ に 対 す る 愛 好 的 態 度 や 部 員 相 互 の 共
感・信 頼 感 が 育 ま れ ,また 自 尊 感 情 や 自 己 効 力 感 が 高 め ら れ て 自 己
肯 定 意 識 や ア イ デ ン テ ィ テ ィ が 強 化 さ れ る と い う。こ の こ と か ら ,
部 活 動 適 応 感 が 高 ま る と 不 安 や 緊 張 が 分 散 さ れ る こ と が 予 想 さ れ
た 。信 頼 で き る 他 者 に 頼 る こ と が で き ,結果 的 に 不 安 や 緊 張 が 緩 和
さ れ る 状 況 で は ,あが り が 抑 制 さ れ る と 考 え る こ と は 妥 当 で あ ろ
う。 さ ら に ,男子 は 部 活 動 適 応 感 得 点 が 高 い と 「身 体 的 緊 張 」得 点
も 低 下 す る と い う こ と が 示 さ れ ,男女 に よ つ て 部 活 動 適 応 感 が あ
が り に 及 ぼ す 影 響 が 異 な る 事 が 示 唆 さ れ た 。 青 木 ・ 松 本 (1997)
が ,男子 の 部 活 動 適 応 感 を 高 め る こ と に 最 も 強 い 規 定 力 を 持 つ 要
因 は 達 成 動 機 の 高 さ で あ り,女子 の 部 活 動 適 応 感 を 低 下 さ せ る こ
と に 最 も 強 い 規 定 力 を 持 つ 要 因 は 特 性 不 安 の 高 さ で あ る と 報 告 し
て い る 。 こ の こ と か ら,男子 は 部 活 動 に お い て 人 間 関 係 よ り も 自
己 の 競 技 へ の 前 向 き な 気 持 ち を 重 視 し て お り,女子 は 部 活 動 適 応
感 が 高 ま る と 特 性 不 安 が 低 下 す る の で あ れ ば ,その 結 果 と し て あ
が り が 緩 和 さ れ る と 考 え られ た 。
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ま とめ にか え て
本 研 究 で は ,高校 と 大 学 の 運 動 部 員 を 対 象 に ,運動 部 活 動 に お い
て 選 手 本 人 が 仲 間 や 指 導 者 の 存 在 を ど の よ う に 受 け 止 め て い る の
か が ,試合 場 面 で の 彼 ら の あ が り に 関 係 し て い る の か に つ い て 検
討 し て き た 。
選 手 本 人 の あ が り の 意 識 が 競 技 種 目や 指 導 者 ,チー ム メ イ ト と
の 関 係 性 に よ つ て 異 な る 可 能 性 が 考 え ら れ た た め ,競技 種 目 に よ
っ て あ が り得 点 に 差 が で る も の と 予 想 し て い た 。し か し,あが り得
点 に 個 人・団 体 種 目 の 種 目 差 は 見 ら れ ず ,試合 場 面 に お い て 物 理 的
に 周 り に チ ー ム メ イ トが い る か い な い か は あ が り に 影 響 を 与 え て
い な い と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。し か し,選手 本 人 が 仲 間 や 指
導 者 の 存 在 を 肯 定 的 に 受 け 止 め て い る と あ が り に く く な る と い う
結 果 か ら,試合 場 面 で 一 人 で あ つ て も 信 頼 で き る 他 者 に 心 理 的 に
頼 る こ と が で き れ ば ,結果 的 に 不 安 や 緊 張 が 緩 和 さ れ あ が り が 抑
制 さ れ る と い う こ と が 示 さ れ た 。こ の こ と か ら,チー ム の 中 で メ ン
バ ー が 相 互 の 補 完 的 な 関 係 を 維 持 す る こ と が 結 果 的 に あ が り の 抑
制 に 効 果 的 で あ る こ と を 示 唆 し て い る だ ろ う。
す な わ ち ,高校 ・ 大 学 の 運 動 部 活 動 に お い て ,あが り を 緩 和 し試
合 で 練 習 の 成 果 を 発 揮 す る た め に ,まず は 部 活 動 で の 人 間 関 係 を
良 好 に す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。
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APPENDIX
質問紙調査用紙
①フェイスシー ト
②スポーツにおけるあがりの特性尺度
③部活動適応感尺度
部活動についての調査
兵庫教育大学大学院 学校教育研究科
人間発達教育専攻 学校心理 口発達健康教育コース
孤杉 早矢加
くお約束とお願い>
☆この調査は、部活動における試合の場面で感じる不安などが、どのようなものなのかを尋ねる
ものです。
☆この調査は、学校の成績とは何の関係もありません。また、正解や望ましい答えはありま
せんので感じたまま素直にお答えください。
☆答えている間は他の方と相談したり、周りの人を見たりしないでください。
☆あなたの答えを、他の人に見せることはありませんので、安心して答えてください。
☆最初から順番に、全ての質問に必ず答えてください。
<あなたご自身についてお尋ねします>
1 あなたの性別を教えてください。
(1)男    (2)女
2あなたは部活動に所属していますか。
(1)はい  (2)いいえ
以下は、2で(1)はいと答えた人のみ答えてください。
※(2)いえと答えた人は2ペー ジから始めてください。
3あなたの所属部活動を教えてください。            (       )部
※また、その競技の経験年数を教えてください。(クラブチームなどで習つていた等の年数も含
みます。)                           (       )年
4あなたの部活動での役割を教えてください(あてはまるもの全てにOをつけてください)。
(1)部長       (2)副部長   (3)学年リー ダー   (4)パートリー ダー
(5)選手       (6)マネージャー
次のことがらは、あなた自身にどの程度あてはまりますか。
あなたがあてはまると思う番号を一つ選んでOをつけて下さい。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1
部活に入つていることで、自分のやりたいことができなくて困つ
ている。
4 3 2 1
2
自分の意志が弱く、部活をやめてしまおうと考えることがよくあ
る。
4 3 2 1
3 学校の勉強と両立することができなくなった。 4 3 2 1
4 きびしい練習についていけない。 4 3 2 1
5 部活 (行つている内容、種目)は自分にむいていない。 4 3 2 1
6 部活より友達と遊んだり、話したりする方が楽しい。 4 3 2 1
?
? 部の仲間に満足している。 4 3 2 1
8 部の仲間は、私のことを分かつてくれている。 4 3 2 1
9 部員とうまくいかない。 4 3 2
10 私の部は、選手 (部員)一人一人の意志を大切にしている。 4 3 2
部活の時間がくるのが待ち遠しい。 4 3 2
12
部活の時間以外でも、所属している部活の色々な事を考えること
がよくある。
4 3 2 1
13 部に入つていることで、人間的に成長すると思う。 4 3 2 1
14 部の指導者は、私をよく理解していると感じている。 4 3 2 1
15 部の方針 (やり方)についていけない。 4 3 2 1
16 指導者の指導方法がよく理解できない。 4 3 2 1
運動部の人は試合の場面、文化部の人は発表会やコンクールの場面、その他の人は日常生活で
の発表や人前に出るような場面を思い浮かべて、以下の質問に答えてください。
あなたは、試合の開始を待つている状態です。あなたの周囲には、見
知つた仲間は誰もいません。
このような時あなたは、どのような状態になると思いますか。
以下の文章をよく読んで、あなたがあてはまると思う番号を一つ選ん
で0をつけてください
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1 失敗することばかり考える 4 3 2 1
2
いつものように自分のことを考えられないで、ただぼうっとして
しまう
4 3 2 1
3 呼吸がみだれ、息苦しくなる 4 3 2
4 緊張も限度をこすと楽しいものとなる 4 3 2
5 他人の目が自分だけに集中されているような感じにとらわれる 4 3 2
6 劣等感にとらわれる 4 3 2 1
7 胃が痛くなる 4 3 2 1
8 涙がにじんでくる 4 3 2 1
9 いつもよリオーバーな表現になる 4 3 2 1
10 多くのむだ口をきいたりする 4 3 2 1
頭が真つ白になつて何も考えられない 4 3 2 1
12 注意力がさんまんになる 4 3 2 1
13 じっとしていられなくなる 4 3 2 1
14 手足が思うように動かなくなる 4 3 2 1
15 こどく感を感じる 4 3 2 1
あなたは、試合の開始を待つている状態です。あなたの周囲には、見
知つた仲間は誰もいません。
このような時あなたは、どのような状態になると思いますか。
以下の文章をよく読んで、あなたがあてはまると思う番号を一つ選ん
でOをつけてください
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
16 遠 くが見えにくく近くしか見えなくなる 4 3 2 1
17 落ち着こうとしてかえつて焦る 4 3 2 1
18 自分が自分でないような気になる 4 3 2 1
19 不安を感じて怖くなる 4 3 2 1
20 本番中の記憶がなくなる 4 3 2 1
21 気持ちによゆうがなくなる 4 3 2 1
22 胸がどきどきする 4 3 2 1
23 自分のプレー に自信がなくなる 4 3 2 1
24 耳たぶやほほがほてるように熱くなつてくる 4 3 2 1
25 手や体の一部がふるえる 4 3 2 1
26 周囲の期待に押しつぶされそうになる 4 3 2 l
27 どうでもよいという気になり逃げ出したくなる 4 3 2
28 プレー をする時あわてる 4 3 2 1
29 不安になつたり陽気になったり気分がうつりかわる 4 3 2 1
30 のどがやたらかわく 4 3 2 1
31 マイナスのことばかりが頭に浮かぶ 4 3 2 1
32 体がかたくなり、力を抜くことができない 4 3 2 1
33 手のひらに汗をかく 4 3 2 1
34尿意をもよおす 4 3 2 1
質問は以上で終わりです。最後に記入もれがないか確認をお願いします。
ご協力ありがとうございました。
